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損益の状況
　
●業務粗利益 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用収支 63,995 1,588 65,583 68,087 2,450 70,537

資金運用収益 66,655 4,013 15 70,195 5,910 17
70,653 76,088

資金調達費用 2,660 2,424 15 2,108 3,459 17
5,069 5,550

役務取引等収支 8,098 153 8,251 8,734 150 8,884
役務取引等収益 14,853 275 15,128 15,731 289 16,021
役務取引等費用 6,755 121 6,877 6,996 139 7,136
その他業務収支 6,988 △608 6,379 1,425 △1,748 △322

その他業務収益 7,764 1,678 9,443 2,232 1,465 3,698
その他業務費用 776 2,287 3,063 806 3,213 4,020
業務粗利益 79,081 1,133 80,215 78,247 852 79,100
業務粗利益率 1.13％ 0.38％ 1.10％ 1.08％ 0.23％ 1.05％
　

（注）1. 国内業務部門は円建取引、国際業務部門は外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。
2. 資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（平成29年3月期5百万円、平成30年3月期9百万円）を控除して表示しております。
3. 資金運用収益および資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

4. 業務粗利益率＝ 業務粗利益 ×100資金運用勘定平均残高
5. 当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ありません。

●資金運用・調達勘定平均残高、利息、利回り
●国内業務部門 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 （51,946） （15） 0.95％ （86,456） （17） 0.97％6,991,288 66,655 7,236,462 70,195
うち貸出金 4,607,047 44,895 0.97 4,928,644 43,296 0.87

商品有価証券 211 1 0.80 123 0 0.55
有価証券 2,278,837 21,370 0.93 2,164,118 26,499 1.22
コールローン 44,030 0 0.00 36,038 △1 △0.00
預け金 2,529 3 0.14 3,213 3 0.10

資金調達勘定 7,238,115 2,660 0.03 7,586,784 2,108 0.02
うち預金 6,325,294 1,087 0.01 6,542,221 866 0.01

譲渡性預金 765,597 119 0.01 824,726 78 0.00
コールマネー 60,268 △20 △0.03 72,357 △30 △0.04
債券貸借取引受入担保金 27,710 3 0.01 91,763 8 0.00
借用金 77,191 514 0.66 101,829 350 0.34

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成29年3月期515,596百万円、平成30年3月期632,883百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高（平
成29年3月期19,536百万円、平成30年3月期48,150百万円）および利息（平成29年3月期5百万円、平成30年3月期9百万円）を、それぞれ控除して表示しております。

2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。

ディスクロージャー誌 （宝印刷）  2018年07月23日 18時54分 62ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



82

●国際業務部門 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 294,090 4,013 1.36％ 359,702 5,910 1.64％
うち貸出金 91,754 1,196 1.30 107,328 2,016 1.87

有価証券 171,517 2,499 1.45 195,718 3,272 1.67
コールローン 22,647 263 1.16 39,945 577 1.44

資金調達勘定 （51,946） （15） 0.82 （86,456） （17） 0.96293,305 2,424 359,521 3,459
うち預金 174,894 1,606 0.91 174,205 1,856 1.06

コールマネー 14,822 212 1.43 30,466 528 1.73
債券貸借取引受入担保金 45,310 212 0.46 56,016 551 0.98
借用金 6,193 70 1.13 12,233 173 1.41

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成29年3月期365百万円、平成30年3月期373百万円）を控除して表示しております。
2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。
3. 国際業務部門の外貨建取引の平均残高は月次カレント方式（前月末TT仲値を当該月のノンエクスチェンジ取引に適用する方式）により算出しております。

●合計 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 7,233,432 70,653 0.97％ 7,509,708 76,088 1.01％
うち貸出金 4,698,802 46,091 0.98 5,035,973 45,312 0.89

商品有価証券 211 1 0.80 123 0 0.55
有価証券 2,450,354 23,870 0.97 2,359,837 29,772 1.26
コールローン 66,678 264 0.39 75,984 576 0.75
預け金 2,529 3 0.14 3,213 3 0.10

資金調達勘定 7,479,474 5,069 0.06 7,859,848 5,550 0.07
うち預金 6,500,188 2,693 0.04 6,716,426 2,722 0.04

譲渡性預金 765,597 119 0.01 824,726 78 0.00
コールマネー 75,090 191 0.25 102,823 497 0.48
債券貸借取引受入担保金 73,020 215 0.29 147,779 560 0.37
借用金 83,385 585 0.70 114,062 524 0.45

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成29年3月期515,961百万円、平成30年3月期633,257百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高（平
成29年3月期19,536百万円、平成30年3月期48,150百万円）および利息（平成29年3月期5百万円、平成30年3月期9百万円）を、それぞれ控除して表示しております。

2. 国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息は、相殺して記載しております。
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●受取・支払利息の分析
●国内業務部門 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 2,091 △9,115 △7,024 2,337 1,202 3,539
うち貸出金 3,552 △7,288 △3,735 3,133 △4,733 △1,599

商品有価証券 △1 △0 △1 △0 △0 △1
有価証券 △1,235 △1,877 △3,113 △1,075 6,204 5,129
コールローン △22 △50 △72 △0 △2 △2
預け金 5 △6 △1 1 △1 △0

支払利息 161 △2,017 △1,856 128 △680 △552
うち預金 71 △1,227 △1,156 37 △258 △220

譲渡性預金 △50 △609 △659 9 △50 △40
コールマネー 6 △27 △20 △4 △6 △10
債券貸借取引受入担保金 - 3 3 7 △1 5
借用金 706 △797 △90 164 △328 △163

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●国際業務部門 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 452 1,118 1,570 895 1,001 1,897
うち貸出金 92 498 590 203 617 820

有価証券 289 553 842 352 420 772
コールローン 39 88 128 201 112 314

支払利息 215 1,013 1,229 547 488 1,035
うち預金 49 825 875 △6 256 250

コールマネー △23 104 80 224 92 316
債券貸借取引受入担保金 46 109 156 50 288 338
借用金 △5 41 36 68 33 102

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●合計 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 2,401 △7,846 △5,445 2,698 2,736 5,435
うち貸出金 3,667 △6,813 △3,145 3,307 △4,086 △779

商品有価証券 △1 △0 △1 △0 △0 △1
有価証券 △981 △1,289 △2,270 △881 6,783 5,901
コールローン △36 92 55 36 274 311
預け金 5 △6 △1 1 △1 △0

支払利息 219 △837 △617 257 223 481
うち預金 97 △378 △280 89 △60 29

譲渡性預金 △50 △609 △659 9 △50 △40
コールマネー 302 △243 59 70 235 305
債券貸借取引受入担保金 110 48 159 220 123 344
借用金 599 △653 △54 215 △276 △61

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。
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●利鞘 （単位：％）

平成29年3月期 平成30年3月期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用利回り 0.95 1.36 0.97 0.97 1.64 1.01
資金調達原価 0.83 1.10 0.85 0.78 1.19 0.81
総資金利鞘 0.12 0.26 0.12 0.19 0.45 0.20
　
●役務取引の状況 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

役務取引等収益 14,853 275 15,128 15,731 289 16,021
うち預金・貸出業務 3,529 - 3,529 3,604 - 3,604

為替業務 4,462 269 4,731 4,469 285 4,754
証券関連業務 231 - 231 302 - 302
代理業務 234 - 234 217 - 217
保護預り・貸金庫業務 407 - 407 416 - 416
保証業務 81 3 84 78 3 81
投資信託・保険販売業務 3,419 - 3,419 3,598 - 3,598

役務取引等費用 6,755 121 6,877 6,996 139 7,136
うち為替業務 772 78 850 777 93 871

　
●営業経費の内訳 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
給料・手当 23,778 23,740
退職給付費用 2,409 2,209
福利厚生費 494 516
減価償却費 4,643 4,430
土地建物機械賃借料 1,705 1,758
営繕費 178 193
消耗品費 973 739
給水光熱費 563 542
旅費 84 78
通信費 1,264 1,277
広告宣伝費 705 746
租税公課 3,736 3,640
その他 17,980 18,363
計 58,517 58,235

●その他業務利益の内訳 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
国内業務部門 6,988 1,425

商品有価証券売買益 4 4
国債等債券売却損益 6,998 1,563
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 △1 -
金融派生商品損益 △13 △141
その他 - 0
国際業務部門 △608 △1,748

外国為替売買益 181 390
国債等債券売却損益 △790 △2,138
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 - -
金融派生商品損益 - -
その他 - -

　
●業務純益 （単位：百万円）

平成29年3月期 平成30年3月期
業務純益 21,697 20,864
（注）業務純益は、預金、貸出金、有価証券などの利息収支を示す「資金利益」、各種手数料などの収支を示す「役務取引等利益」、債券や外国為替などの売買損益を示す「その他

業務利益」の3つを合計した「業務粗利益」と、控除項目である「一般貸倒引当金繰入額」および「経費」から構成されています。なお、この「業務純益」は、銀行が一般に
公表する損益計算書の様式には設けられていません。

●利益率 （単位：％）

平成29年3月期 平成30年3月期
総資産経常利益率 0.31 0.29
総資産当期純利益率 0.22 0.21

（注）1. 総資産経常（当期純）利益率＝ 経常（当期純）利益 ×100総資産（除く支払承諾見返）平均残高

（単位：％）

平成29年3月期 平成30年3月期
資本経常利益率 6.79 6.35
資本当期純利益率 4.80 4.79

2. 資本経常（当期純）利益率＝経常（当期純）利益×100純資産平均残高
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